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部 ｢問題状況｣,第二部 ｢主体と主体性- S･キルケゴ-ルについて- ｣,第三部 ｢超越の事実性-

















いる.第二部は,第-章 ｢キルケゴール解釈の問題｣,第二章 ｢実存の三段階の構造｣,第三章 ｢主体性に
おける内在と超越- 『哲学的断片へのあとがき』の構成と主題について- ｣,第四章 ｢神の前における
主体｣の四章から成っている｡
第三部 ｢超越の事実性- K･バル トについて｣は,著者の最も懐倒するK･バル トの神学の詳細な研
究である｡この第三部は,第一章 ｢バル ト解釈の問題｣,第二章 ｢神の言葉と実存｣,第三章 ｢神学におけ
る近代主義の克服｣,第四章 ｢神学方法論の確立- アンセルムスの神の存在の証明をめぐって- ｣,第

































かもその際,二焦点- それは主観主義的 ･内在的焦点と客観主義的 ･超越的焦点ともいわれる- が一
つの楕円の二つの焦点として水平に位置づけられるとき,二焦点は不可避的に反対の側へ接近し,近代神



























第三部 ｢超越の事実性｣は,もっぱら著者が,スイス留学の時期に直接師事したカール ･バル トの神学
の研究成果を示すものである｡著者は,バルトがキルケゴールの問題を真撃に受けとめながら,その実存
思想と対決し,およそ神学の近代主義的形態を蒐服し,著者のいわゆる ｢二焦点的弁証法｣ないしは ｢二
元論的弁証法｣ならぬ ｢信仰の類比｣(analogiaadei)による動的弁証法を明らかにし,かくて真に現代
神学の新たな開拓者となったことの劃期的意義を強調する｡第三部第四章 ｢神学方法論の確立- アンセ
ルムスの神の存在の証明をめぐって｣は,バル トがその神学方法論を確立したといわれる彼の名著 Fides
Quacrenslntelectum-一丁AnselmsBeweisderExistenzGotesimZusammenhangseinestheologischen
Programms,1931(知解を求める信仰- アンセルムスの神学のプログラムとの関連における彼の神の存
在の証明)についての詳細な研究であって,著者のバル ト理解の深さを強く印象づける｡ この章におい
て,著者はバル トとともに思索しつつ,いわゆる神の存在の存在論的証明についての中世から近代にいた
る様々の論議について,D･-ソリッヒの著作 DerontologischeGotesbeweis,1960を参照しながら,
すぐれた解説を行なっている｡
著者のバルト理解はきわめて透徹したものであり,初期バル ト神学の形成から, 『知解を求める信仰』
にいたるまでの彼の神学の展開を丹念に追跡したものとして,本書におけるバルト研究は,それだけを独
立して考えても,第一級のバルト研究書たる実を備えているといえる｡また同様のことは,著者のキルケ
ゴール研究についても妥当するであろう｡
しかし,本書の欠点とみなされるのも必ずしもすくなくない｡例えば,いわゆる ｢二焦点の楕円図式｣
が,究極的には,人間中心主義または内在主義に転落するという帰結については,多くの歴史的例証が挙
げられてほいるものの,真に説得的な本質的論拠が示されているとはいい難い｡また著者のパル吊中学に
対する傾倒は首肯しうるとしても,著者がバルトの立場と全く同調して,多くの神学者 ･哲学者に対して
行なっている批判には,必ずしも正鵠を射たものとはいい難い点が見受けられる｡さらに著者がその思想
を表現するに当って,十分に適切とはいい難い措辞を用いている場合も散見される｡
しかし,上述のような欠点があると思われるにもかかわらず,本書の基本的趣旨には,傾聴すべきもの
であり,日本のキリスト教学界に対して大きな刺戟を与え,貢献をもたらしたことについては疑うべから
ざるものがある｡本書の中核を形成するキルケゴールおよびバル トの研究は,きわめて高度の水準のもの
であり,既述のように,それぞれ独立した別個の研究としてもすぐれた価値を有するものとみなされるも
のであるが,著者の試みた両者の比較思想史的研究にいたっては,何人も容易に企て得ざる大なる学問的
業績として評価さるべきであろう｡
よって,本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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